




















































　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法
　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。

　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料
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　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件

　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）

　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料 　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管

　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管

　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管

　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）

　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）

　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）

　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）

　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管

　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）

　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）

　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間

　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類

　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料

　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁

　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ

　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ

　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）

　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管

　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける

　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）

（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）

（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料 　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管

　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）

屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外 屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内

温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）

冬季冬季冬季冬季冬季冬季冬季

夏季夏季夏季夏季夏季夏季夏季 ３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃

　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃

５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％

３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％

２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃

１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃ ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％

ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％

　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。

　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー

　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー

　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験

　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）
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項 　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料 　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

衛
生
器
具
工
事

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料

　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱

　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）

　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。

　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。

　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　３．　３．　３．　３．　３．　３．　３．

　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部

　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具

　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱 　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製

　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。

　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。

和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆

　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）

　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、
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　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。

　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）

　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）

　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ

　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式

　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径

　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式

　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日

　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）

　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）

　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料 　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ

　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート

　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。

　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。

　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理

　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。

　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。

　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。

　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。

　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ

１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食

１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物

１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事

　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。
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　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）

　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）

　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）

　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）

　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）

　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法

１６．１６．１６．１６．１６．１６．１６．

　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）

　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）

１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標 　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない

　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない

　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない

　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者

　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水

　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他

　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物

　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書

　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真

特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目

　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定

　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士 　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）

２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市

機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書

　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）

　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量

　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品

　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品

　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）

　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管

　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式

　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力

　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料

　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋

　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質

　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し

　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員 　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽

　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日
３３３３３３３

５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。

　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。

　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　） （　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事

　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事

　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事

　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事

　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事

　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事

　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事

　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事

　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事

　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事

４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。

　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の

　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。

　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。

　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。

　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。

　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に

　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図

　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。

　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。

（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）

　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。

　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。

（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。

６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様

（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮

（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ

　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。

　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）

　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）

　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書

　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。

　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。

　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）

　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。

　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）

　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）

　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。

　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）

　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。

　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。

　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。

　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。

　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）

　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）

　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様

　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。

　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事

　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　

　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　

　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事

　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　

　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー

　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス

　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様

　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙

　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管

　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する

　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管

　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様

　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。

　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）

　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス

　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様

　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様

　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）

　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース

　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様

　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）

　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。

　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。

　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス

　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管

　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー

　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様

　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）

　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト

　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）

　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様

　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋

　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）

　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様

　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。

　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。

　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う

　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　

　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う

　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。

　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。

　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース

　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）

　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ

　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　

　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕

　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい

　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い

　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋

　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝

　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９

　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）

　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。

　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋

　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　

　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）

　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）

　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝

　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。

２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との

２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事

２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事

２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋

２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ

２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合

２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等

２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整

２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他
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　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設

　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。

　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の

　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。

２９．２９．２９．２９．２９．２９．２９．アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。

　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒

　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。

　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。

　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，０００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。

　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。

　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。

　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。

　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示

１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等

１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工

１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等

　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン

　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。

　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ

　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも

　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。

　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２

　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２

　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）

　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材

　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。

　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」

　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。

天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付

建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工１３．１３．１３．１３．１３．１３．１３．

１４．１４．１４．１４．１４．１４．１４．

　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。

　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト

　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。

　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に

　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。

　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　

　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管

  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。

　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）

　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料
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給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）

　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。

　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）

　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）

　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）

　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）

　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。

　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他

　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。

　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。

　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験

　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。

　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。

　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との

　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との

　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説

　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）

　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下

　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管

　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。

　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する

　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う

　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う

　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。

　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）

　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること

( )( )( )( )( )( )( )
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( )( )( )( )( )( )( )
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( )( )( )( )( )( )( )

( )( )( )( )( )( )( )

1111111

1111111

３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要

建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称 階数階数階数階数階数階数階数 （ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）２
２２２２２２ （ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）２

２２２２２２ 備考備考備考備考備考備考備考構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造 建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積

　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手

　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験

　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他

１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度4444444

地内地内地内地内地内地内地内

延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積

2222222

　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）

2222222

　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による

　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土

　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。
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子
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所

男

子

便

所

女

子

便

所

器　具　名 合　　計仕　　　様 備　　　考

10 1 4 1 4和 風 便 器 タンク式 撤去

2 1 1幼 児 用 便 器 タンク式 撤去(別途建築工事)

1 1紙 巻 器 撤去

4 2 2小 便 器 自動ＦＶ式・床置床排水 取外し・再取付

6 1 2 1 2洗 面 器 残置、水栓撤去

2掃 除 流 し バック付掃除流し、横水栓 残置

6 1 2 1 2化 粧 鏡 残置

１　階 ２　階

男

子

便

所

女

子

便

所

男

子

便

所

女

子

便

所

参考品番(Ｂ社)器　具　名 仕　　　様　 合　　計参考品番(Ａ社)

洋風ﾀﾝｸ密結ｻｲﾎﾝ節水Ⅱ形便器　手洗無し防露付密結ﾛｰﾀﾝｸ洋風便器
4 2 2

YH51R貯湯式温水洗浄便座(乾電池ﾘﾓｺﾝ式･ふた有)　紙巻器(ﾜﾝﾊﾝﾄﾞｶｯﾄ機能付)　

洋風ﾀﾝｸ密結ｻｲﾎﾝ節水Ⅱ形便器　手洗無し防露付密結ﾛｰﾀﾝｸ(ｺｰﾅｰ設置ﾀｲﾌﾟ)　洋風便器
2 1 1

YH51R貯湯式温水洗浄便座(乾電池ﾘﾓｺﾝ式･ふた有)　紙巻器(ﾜﾝﾊﾝﾄﾞｶｯﾄ機能付)　

幼児用便器 床置床排水大便器(幼児用)　平付ﾀﾝｸ　幼児用普通便座　紙巻器(ﾜﾝﾊﾝﾄﾞｶｯﾄ機能付)　　

既設器具表

新設器具表

１.工事概要

外壁改修工事（別途建築工事）　改修面積：581㎡

　・水洗い

　・タイルひび割れ、欠損部：タイル部分張替え工法

　・タイル浮き部：注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　・タイル浮き部：注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

　・シーリング：既存撤去後、変成シリコーン系シーリング（MS-2）打替

屋上防水改修工事（別途建築工事）　改修面積：366㎡

　・屋上（平場）：水洗い・下地調整の上、ウレタンゴム系塗膜防水絶縁工法（X-1）

　・屋上（立上り）：水洗い・既存シーリング撤去・下地調整の上、ウレタンゴム系塗膜防水密着工法（X-2）

　・庇：水洗い・下地調整の上、耐候性塗料塗り

便所改修工事（別途建築工事・本工事）　改修面積：32.1㎡

　・床：既存仕上の上、置床下地防汚性ビニル床シート張（別途建築工事）

　・天井：既存仕上撤去の上、化粧PB張（別途建築工事）

　・上記に伴う電気工事一式（別途建築工事）

２.概略工程（参考）

９月 10月 11月 12月 １月 ２月

外壁改修(別途建築工事)

屋上防水改修(別途建築工事)

便所改修(別途建築工事・本工事)

ブラインド改修(別途建築工事)

３.注意事項

１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び

　　法定外の労災保険等に付すること。

２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。

３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う

　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。

４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を

　　最優先すること。

５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。

６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。

７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。

８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に

　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの

　　とする。

９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の

　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な

　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、

　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。

工
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名

図
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名

令和
施設コードＮｏ． 09 - 004non scale縮尺工事概要，概略工程(参考)，注意事項

４ 長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事 静岡市　都市局　建築部
器具表（既設・新設），凡例 図 番 P - 3 - 8

年度

天井内枝管

天井下露出管

凡例

記　　号 名　　称 施工場所

天井下露出管

天井内枝管
新設給水管

既設給水管

配管仕様 保温仕様

SGP-VB GW＋ALGC

CIP GW＋綿布鋳鉄管

器具接続部 GW＋綿布LP
既設汚水管

器具接続部新設汚水管
GW＋ALGC(屋内一般)

―　(ﾋﾟｯﾄ)

器具接続部

SGPW GW＋綿布水道用亜鉛めっき鋼管

GW＋綿布
既設雑排水管

器具接続部新設雑排水管
GW＋ALGC(屋内一般)

―　(ﾋﾟｯﾄ)

鉛管

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ10ｍｍ

天井内ﾒｲﾝ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

水道用塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管

屋内一般(天井内)・ﾋﾟｯﾄ

屋内一般(天井内)・ﾋﾟｯﾄ

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ10ｍｍ

樹脂化粧ｶﾊﾞｰ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ10ｍｍ

樹脂化粧ｶﾊﾞｰ＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ10ｍｍ

SGPW水道用亜鉛めっき鋼管

検査期間

ブラインド改修工事（別途建築工事）　改修個数：67台

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水材のｱｽﾍﾞｽﾄ含有分析調査(定性分析)の実施（本工事）

　・衛生器具(和便器、幼児用便器、水栓)更新、換気機器更新、上記に伴う衛生工事一式（本工事）

RF-VP

RF-VP

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

CF-AA23D

CF-AA23D

YBC-Z30H　DT-Z350H　CW-PA11F-NE

6 1 2 1 2自動水栓(洗面器用)

(2) (1) (1)ベビーチェア 建築工事

台付自動水栓(100Vﾀｲﾌﾟ) TENA40A

C-P141S　DT-520XECH32　CF-7CK

CF-AA23D

1 12

CS310B　S300BK　TC31R

YH51R

※器具品番は主要品番を示す。器具廻りの付属品等は全て本工事に含む。

※器具取付補強材は本工事とし、堅固に取り付けること。

※器具には止水栓を付属すること。

※陶器は防汚、抗菌仕様とする。

5 512

1 1

CS70BM　SH60BA　TCF5534A

CS510BM　SS510BABFS　TCF5534A C-P13S　DT-570XY38　CW-PA11F-NE

AW-300V1-AT

※令和４年12月までの１ヶ月間で便所改修工事を完了し、令和５年１月より引き渡しとすること。

決裁済



＜凡例＞
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１階平面図 兼 仮設計画図 　1/400

（第１駐車場）
駐車場

施設利用者用

・　　　    ：外部足場（別途建築工事）

・　　　　　：植栽撤去範囲（ツツジ：H1.0）（別途建築工事）

工

事

名

図

面

名

令和
施設コードＮｏ． 09 - 004縮尺

４ 長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事 静岡市　都市局　建築部
図 番

年度

１階平面図兼仮設計画図

1/400

P - 4 - 8

・　　　　  ：本工事対象範囲

Ｎ

（歩道幅員　２ｍ、車道幅員　5.5ｍ）

市道　寺田鎌田区画整理32号線

（
歩

道
幅

員
　

２
ｍ

、
車

道
幅

員
６

ｍ
）

市
道

　
寺

田
鎌

田
区

画
整

理
26

号
線

別図参照(P-06)

工事用資機材置場

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ(別途建築工事)

決裁済



＜凡例＞

２階平面図 兼 仮設計画図 　1/400
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X11X10X9X8X7X5X4X3X2X1 X6 X12

・　　　　  ：本工事対象範囲

・　　　    ：外部足場（別途建築工事）

・　　　　　：植栽撤去範囲（別途建築工事）

Ｎ

工

事

名

図

面

名

令和
施設コードＮｏ．1/400縮尺

４ 長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事 静岡市　都市局　建築部
図 番

年度

２階平面図兼仮設計画図

09 - 004

P - 5 - 8

別図参照(P-07)

決裁済
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年度

令和

４

工

事

名

長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事

図

面

名

縮尺 1/50（A3）

静岡市　都市局　建築部

施設コードＮｏ．

図 番

75

75

工事対象外範囲

既設配管（残置）

撤去配管

切断箇所

凡例

工事対象外範囲

既設配管（残置）

凡例

新設配管

接続箇所

BV25
給水ﾎﾟﾝﾌﾟより

給水ﾎﾟﾝﾌﾟより
BV40

１階便所平面詳細図（改修前）　1/50 １階便所平面詳細図（改修後）　1/50

※１階床下はﾋﾟｯﾄ構造

50

50

75 75 75

50

幼児用便器撤去・便器廻り箱抜き

600×300程度（別途建築工事）
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女子便所

※１階床下はﾋﾟｯﾄ構造

※給水管は天井内配管、天井下給水管は露出配管 ※給水管は天井内配管、天井下給水管は露出配管

6
5

CIR100(残置)

50

床下点検口 床下点検口

75

BV25
給水ﾎﾟﾝﾌﾟより
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BV40
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既設水栓残置 既設水栓残置
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自動水栓新設×２か所

1
0
0

1
0
0

COA100

※洋風便器排水管の新設はｽﾗﾌﾞ上での施工とすること

COA100撤去・立上げ排水管撤去

T5A50撤去・立上げ排水管撤去

小便器取外し・立上げ排水管撤去×２か所

既設FV取外し・立下げ給水管撤去×２か所

T5A50撤去・立上げ排水管撤去

和便器撤去・ﾓﾙﾀﾙ埋め×２か所

COA100撤去・立上げ排水管撤去

立下げ給水管新設・既設FV再取付×２か所

立上げ排水管新設・幼児用便器新設

洋風便器・排水管新設×２か所

既設和便器便鉢外は溝はつりの上、排水管新設

衛生設備　１階便所平面詳細図（改修前・改修後）

COA100(残置) COA100(残置)

16 16

Ｎ Ｎ

09 - 004

CO50

CO50新設

CO50新設

CO50

CO100

CO100新設

CO100

CO100新設

箱抜き部補修(別途建築工事)

※ｺｱ抜き前に鉄筋探査（ﾚｰﾀﾞｰ）を行うこと

※和便器の撤去・和便器排水管の撤去はｽﾗﾌﾞ上での施工とすること

　必要な措置を講じ作業及び処分を行うこと。

※ｱｽﾌｧﾙﾄ防水材についてｱｽﾍﾞｽﾄ含有分析調査(定性分析)を実施し、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有している場合は

P - 6 - 8

立上げ排水管新設・小便器再取付×２か所

決裁済



T5B50

年度

令和

４

工

事

名

長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事

図

面

名

縮尺 1/50（A3）

静岡市　都市局　建築部

施設コードＮｏ．

図 番
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工事対象外範囲
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凡例

工事対象外範囲
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※給水管は天井内配管、天井下給水管は露出配管 ※給水管は天井内配管、天井下給水管は露出配管
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自動水栓新設×２か所

２階便所平面詳細図（改修前）　1/50 ２階便所平面詳細図（改修後）　1/50

BV32322525
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-70
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女子便所
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ｺｱ抜きφ125×２
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男子便所

COB100
100

男子便所

ｺｱ抜きφ75

ｺｱ抜きφ75×２か所

COA100

ｺｱ抜きφ125

既設和便器便鉢外は溝はつりの上、排水管新設

※和便器の撤去・和便器排水管の撤去はｽﾗﾌﾞ上での施工とすること ※洋風便器排水管の新設はｽﾗﾌﾞ上での施工とすること

COB100撤去・立上げ排水管撤去

T5B50撤去・立上げ排水管撤去

COB100撤去・立上げ排水管撤去

小便器取外し・立上げ排水管撤去×２か所

既設FV取外し・立下げ給水管撤去×２か所

T5B50撤去・立上げ排水管撤去

COB100撤去・立上げ排水管撤去×２

和便器撤去・ﾓﾙﾀﾙ埋め×２か所

立上げ排水管新設・COA100新設

立上げ排水管新設・COA50新設

立上げ排水管新設・COA100新設

立上げ排水管新設・小便器再取付×２か所

立下げ給水管新設・既設FV再取付×２か所

立上げ排水管新設・幼児用便器新設

立上げ排水管新設・COA50新設

立上げ排水管新設・COA100新設×２ 洋風便器・排水管新設×２か所

衛生設備　２階便所平面詳細図（改修前・改修後）

16 16

50 50
COA50T5B50

50 50

COA50

COB100 COA100

女子便所

Ｎ Ｎ

09 - 004

箱抜き部補修(別途建築工事)

※ｺｱ抜き前に鉄筋探査（ﾚｰﾀﾞｰ）を行うこと

　必要な措置を講じ作業及び処分を行うこと。

※ｱｽﾌｧﾙﾄ防水材についてｱｽﾍﾞｽﾄ含有分析調査(定性分析)を実施し、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有している場合は

P - 7 - 8
決裁済
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形　式

能　力

電　源(φ/Ｖ) 1/100

VF-1

170m3/h×40Pa×150φ
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工

事
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長田保健福祉センター外壁等改修衛生工事

図

面

名

縮尺 1/50（A3）

静岡市　都市局　建築部

施設コードＮｏ．

図 番

09 - 004

１,２階便所平面詳細図（改修前）　1/50 １,２階便所平面詳細図（改修後）　1/50
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E
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既設ﾎﾞｯｸｽ　760×300×280(残置) 既設ﾎﾞｯｸｽ　760×300×280(残置)

1
5
0

E
A1
5
0

E
A

E
A

既設ﾎﾞｯｸｽ　760×300×280(残置) 既設ﾎﾞｯｸｽ　760×300×280(残置)

150(2階)

150(1階)

Ｎ Ｎ

150(2階)

150(1階)

VF

VF

VF

VF

a

a

換気設備　換気機器表(既設・新設)，換気風量計算表

１,２階便所平面詳細図(改修前・改修後)

既設換気機器表

能　力

（６０Ｈｚ）

形　式

設置場所 備　　　考

電　源(φ/Ｖ) 1/100

仕　　　　　　　様 台数

4

記　号

VF-a 1階　男子便所・女子便所

2階　男子便所・女子便所280m3/h×40Pa×150φ

新設換気機器表

設置場所 備　　　考仕　　　　　　　様 台数

（６０Ｈｚ）

記　号

1/100(φ/Ｖ)電　源

能　力

形　式

1，2階　男子便所

1，2階　女子便所VF-2

260m3/h×40Pa×150φ

2

1

撤去（既存配管再利用）

換気風量計算表

工事対象外範囲

凡例

既設配管（残置）

床面積 天井高 容積 換気回数

m2 m m3 回/h m3/h m3/h

決定風量

7.00 2.30 16.10 10 161 170

必要風量
室名

1，2階男子便所

2.30 101，2階女子便所 11.21 25.79 258 260

撤去 新設

新設撤去

天井換気扇

天井換気扇　低騒音形

天井換気扇　低騒音形

P - 8 - 8

2

2

決裁済













　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）　　・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＨＶＡ）

　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法　　・排水・通気用耐火二層管（※ＶＰ　　・　　　　）※大臣認定工法
　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。　ただし施工困難な箇所は監督員の指示により接着系アンカーとする事ができる。

　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　　・スパイラルダクト　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料

給

水

工

事

給

水

工

事

給

水

工

事

給

水

工

事

給

水

工

事

給

水

工

事

給

水

工

事

　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件　１．設計条件

　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）　　（目標値）

　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料 　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管　　冷温水配管

　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管　　　※水配管用亜鉛めっき鋼管

　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管　　冷却水配管

　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　　※水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・（　　　　　　　）

　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）

　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）　　蒸気配管　（　　　　　　　　）

　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）　　油配管　　（　　　　　　　　）

　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管　　ドレン管

　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）

　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）　　　・排水・通気用耐火二層管（４０以上）

　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間　　冷媒管の気密試験は、不活性ガスを用い、機器製造者の設計圧力にて２４時間

　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　　丸形防火ダンパーは差込式手動復帰型とする。　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類　１．ガスの種類

　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料　２．配管材料

　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁　３．緊急遮断弁

　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ　４．埋設深さ

　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・都市ガス　　・ＬＰＧ

　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）　　・ガス用ポリエチレン管（ＰＥ）

　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管　　・ガス用ステンレス鋼フレキシブル管

　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける　　※設けない　　・設ける

　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　　　※合成樹脂被覆鋼管（ＰＬＰ、ＰＬＳ）　（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）

（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）（※土中　　・ピット内　　・　　　）

（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）（※住戸内　　・　　　）

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料 　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　・水配管用亜鉛めっき鋼管

　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）　　※配管用炭素鋼鋼管（白管）　　（※露出部及びコンクリート隠ぺい部　　・住戸以外）

屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外屋　　　　外 屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内屋　　　　内

温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ） 温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ）温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）

冬季冬季冬季冬季冬季冬季冬季

夏季夏季夏季夏季夏季夏季夏季 ３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃３４．４℃

　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃　３．４℃

５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％５９．６％

３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％３２．２％

２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃２６～２８℃

１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃１９～２２℃ ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％

ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％ー　％

　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。　　保持する。

　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー　５．チャンバー

　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー　４．防火ダンパー

　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験　３．試験

　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）　　チャンバーに内貼りを（※施す　　・施さない）
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項 　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓　２．水　栓

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料 　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ　　・埋込洗浄管　※ＳＧＰ－ＶＢ　　・ＳＧＰ－ＶＤ
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　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料

　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱　２．屋内消火栓箱

　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）　　・圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ　３７０　白管Ｓｃｈ４０）

　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。　　※製造者標準仕様による。

　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。　　・標準図による。

　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　　・要（性能評定品）　　・不要　３．　３．　３．　３．　３．　３．　３．

　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部　６．便房内操作部

　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具　５．衛生器具

　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱　４．水栓柱 　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製　　※合成樹脂製　　・人研製

　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。　　※仕様については器具表による。

　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。　　　施工図を提出して監督員の承諾を得る。

和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆和風便器耐火被覆

　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）　　※水栓コマは節水コマとする。（対応機種のみ）

　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、　　・JIS S 0026　表１に準拠した配置となるよう建築・電気工事と調整を図り、
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　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。　　・樹脂製給水管との接続部は、台付給水栓エルボ等を使用し確実に取り付けること。

　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）　　・メカニカル形排水鋳鉄管（ＣＩＰ）

　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）　　・硬質ポリ塩化ビニル管（※ＶＰ　　・ＶＵ）

　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ　　　本管　　　　φ　　引込管　　　　φ

　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式　　・重力式　　　　・直結式　　　　・加圧ポンプ式

　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径　１．管　径

　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式　２．給水方式

　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量　３．給水量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　　㍑／日

　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）　　　（※土中　　・ピット内　　　・　　　　　　）

　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）　　　（※土中部分を除く　　・縦管より量水器まで）

　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料　４．配管材料 　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　　・水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ　５．埋設深さ

　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート　保温を施さない鋼管類（ステンレス含む）及び鉛管の、コンクリート埋込部、コンクリート

　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。　壁等の貫通部はプラスチックテープ１／２重ね１回巻きとする。

　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。　屋外ガス管は、管の周囲を(・溶融スラグ ※山砂の類)で埋戻す。

　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理　建設発生土の処理　　・場内処理(・場内敷均し　・場内積置)　・場外処理

　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。　場外処理は関係法令等に従い、適切に処理する。

　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。　なお、搬出先の地名・地番・所有者・土量を明記のうえ、写真を添付し提出のこと。

　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。　給水管、排水管等の土中埋設となる部分は、掘削土の良質土で埋戻す。

　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。　異種金属接続方法は、監督員の指示による。

　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ埋設表示用テープ

１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食１７．管の防食

１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物１８．屋外支持金物

１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事１９．土工事

　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。　屋内配管,屋外排水管及び屋外ガス管を除き、管の周囲を(※溶融スラグ ・山砂の類)で埋戻す。
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　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ　４０以上）

　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ　４０以上）

　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）　　・その他（換気用耐火二層管）

　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（スライドオンフランジ工法）

　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）　　　　　　　　　　・コーナーボルト工法（共板フランジ工法）

　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法　　・長方形ダクト　・アングルフランジ工法

１６．１６．１６．１６．１６．１６．１６．

　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）　　・水道用ポリエチレン二層管（※ＰＰ一種）（※土中　　・　　　　　）

　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）　　・水道配水用ポリエチレン管（ＨＰＰＥ）（※土中　　・　　　　　）

１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標１５．地中埋設標 　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない　※設ける　　　・設けない

　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない　構内につくることが　　・できる　　・できない

　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない　※提出する　　・提出しない

　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者　３．監理技術者

　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水　４．工事用電力・水

　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他　　　その他

　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物　５．工事用仮設物

　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書　６．施工要領書

　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真　７．工事写真

特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目

　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　使用機材は工事着手前にメーカーリスト型式等を監督員に提出し承諾を受けた後使用する。　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定　１．使用機材の選定

　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士　２．技能士 　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）　・配管（配管工事）　　　　・建築板金（ダクト製作及び取付）

２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市２．工事場所　静岡市

機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書

　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）　・熱絶縁施工（保温工事）　・さく井（さく井工事）

　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量　　容　　量

　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品　　※ＭＨＡ　　・ＭＨＢ　　・メーカー標準品

　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品　　・ＦＲＰ製処理槽はメーカー標準品

　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）　　浄化槽周囲の埋戻しは、溶融スラグを使用　（※する　　・しない）

　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管　　・消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　・ステンレス鋼管

　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式　１．処理方式

　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力　２．処理能力

　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料　５．配管材料

　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋　４．マンホール蓋

　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質　３．水　質

　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し　６．埋戻し

　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員　　対象人員 　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽　　人槽

　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日　　ｍ /日
３３３３３３３

５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。５．特記仕様の選択可能な項目については、下記による。

　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。　(１）　・　印をつけたものを適用する。

　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。　(２）　・　印のない場合は※印を適用する。

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　） （　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）（　　）

　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事　給水工事

　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事　給湯工事

　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事　ガス工事

　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事　排水通気工事

　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事　冷暖房工事

　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事　換気工事

　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事　浄化槽工事

　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事　衛生器具工事

　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事　屋外排水工事

　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事　消火工事

４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。４．工事種目　（　）内に数字のあるものを適用する。

　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の　　　２）建設副産物の削減と適正処理をはじめ、リサイクルの推進、省資源等に配慮し、地球環境の

　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。　　　　　持続可能な資源循環型社会の構築に貢献する。

　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。　　　３）環境関連法令及びその他の要求事項を遵守し、汚染の防止を図る。

　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。　　　４）工事現場ごとに、市民が見やすい位置に「静岡市環境方針」を掲示し、環境教育・環境啓発に努める。

　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。　　　５）本工事においては排出ガス対策型建設機械を使用する。

　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に　　　静岡市は、環境保全の取組みに関する基本理念及び基本方針を環境方針として定め、市役所内外に

　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図　　　表明し、環境保全活動の継続的な推進のため、静岡市環境マネジメントシステムの効果的運用を図

　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。　　　っている。本工事においても下記に配慮し、工事施工を図ること。

　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。　　　１）省エネルギーの推進、公害対策、さらには化学物質の適正管理に配慮するなど、地球環境負荷の低減に努める。

（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）（３）工事実績データの作成・登録（受注時・変更時・竣工時）

　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、　　　請負工事費が　５００万円以上の工事については、工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。　　　監督員の承諾を得て（財）日本建設情報総合センター（以下ＪＡＣＩＣという）に登録する。

　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。　　　登録後ＪＡＣＩＣが発行する「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提出する。

（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。（２）設計図等に内容の明記がない場合又は、相違がある場合は原則として監督員の指示による。

６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様６．仕様

（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮（４）環境への配慮

（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ（５）溶融スラグ

　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。　〈注〉防火区画貫通の冷媒管は国土交通大臣認定の材料による防火処理を施すこと。

　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）　　（保温厚　液管　※１０ｍｍ　ガス管　・１０ｍｍ　※２０ｍｍ　）

　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）　・冷凍空気調和機器施工（空気調和機の取付及び整備）

　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書　８．完成図書

　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。　工事写真の撮り方　建築設備編による。

　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者負担とする。

　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）　　※硬質ポリ塩化ビニル管（・ＶＰ　　※ＶＵ）

　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。　　　呼び径１５０以上はリサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）とする。

　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）　　・１類水路用遠心力鉄筋コンクリート管（外圧管１種Ｂ）

　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）　　・硬質塩化ビニル有孔管（原管※ＶＵ　　・ＶＰ）

　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）　　・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。　別契約の関連工事は、下記による。

　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）　　・建築工事　・電気工事　・空調工事　・昇降機工事　・（　　　　　　）

　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。　関連工事との工事区分は原則として下記による。

　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。　亜鉛鉄板及び鋼管（白）の塗装は、下塗り１回＋調合ペイント２回塗りとする。

　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。　素地ごしらえは、エッチングプライマー（ＪＩＳ　Ｋ５６３３　１種）１回塗りとする。

　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。　屋内塗装に使用する塗料は環境対策品とする。

　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）　給水管、排水管（空調用を含む）、通気管（排水管の分岐点より１００ｍｍまで）

　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）　　屋外露出仕様（排水、通気管を除く）

　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様

　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。　鉄筋コンクリート部の貫通箇所、開口部等のスリーブ、箱入れ等は本工事とする。

　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事　　天井、壁等の下地補強　　　　※本工事　　・建築工事

　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　天井開口補強　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　

　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　　　開口補強筋　　　　　　　　　・本工事　　※建築工事　　

　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事　　機器への電源接続　　　　　　・本工事　　※電気工事

　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　　　機器制御配線　　　　　　　　※本工事　　・電気工事　

　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー　　　グラスウール保温筒（以下ＧＷ筒）＋ 合成樹脂製カバー

　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラスクロス

　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様　　機械室仕様

　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙　　　※ＧＷ筒＋鉄線＋アルミガラス化粧原紙

　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管　消火管

　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する　　屋外露出部を保温　※しない　　・する

　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管　給湯管

　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様

　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　※アルミガラスクロス化粧保温筒（ＧＷ）＋アルミガラスクロス粘着テープ

　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。　　　保温仕様は給水管に準ずる。

　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス　　　ＰＦ筒＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋着色アルミガラスクロス

　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）　　ピット内配管（給水管に適用、ＶＤ管を除く）

　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス　　　・ＧＷ筒＋鉄線＋原紙＋アルミガラスクロス

　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　（※ＧＷ筒　・ＰＦ筒）＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様

　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様　　屋内露出仕様

　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）

　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース

　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様　　屋外露出仕様

　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）　冷媒管（断熱材被覆銅管）

　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。　　　ただしポリエチレンフォーム保温筒は温水用を使用する。

　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。　　　その他の保温箇所は給水管、排水管、通気管に準ずる。

　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス　　　ＧＷ筒＋アルミガラスクロス

　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管　　ピット内配管

　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー　　　・メーカー標準仕様＋合成樹脂製カバー

　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様　　屋内隠ぺい仕様

　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）　　　メーカー標準仕様（＋制御線共巻き）

　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト　ダクト

　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）　　保温材（※グラスウール　　・ロックウール）

　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様　　屋外露出仕様　多湿箇所仕様

　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋　　　鋲＋保温材（ｔ５０）＋ポリエチレンフィルム＋

　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）　　屋内露出仕様（一般居室、廊下）

　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様　　屋内露出仕様（機械室、書庫、倉庫）屋内隠ぺい仕様

　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。　桝の仕様は原則として次による。

　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。　紙製仮枠等を使用する箇所は、監督員の承諾を受けること。

　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う　溶接部の非破壊検査、放射線透過検査を　※行わない　　・行う

　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　　様書によるものとし、接合要領について監督員の承諾を得る。　

　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う　※行わない　　・行う

　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。　機器には、名称及び記号を記入する。

　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。　配管、弁類、ダクトには、用途及び流れの方向と系統名を表示する。

　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース　　　・メーカー標準仕様＋保温化粧ケース

　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）　　　　　　（※樹脂製　・アルミ合金製　・亜鉛めっき鋼板製　・ステンレス鋼板製）

　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　　　（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）　　　鋲＋保温材＋（・着色亜鉛鉄板　・ステンレス板　・亜鉛鉄板＋塗装）

　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ　　　鋲＋アルミガラスクロス化粧保温板（ｔ２５）＋アルミガラスクロス粘着テープ

　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　　　外気取り入れダクトの保温　　　※しない　・する（外壁より２ｍ以内）　　　

　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕　異種管接合部および機器接続部の金属材料と配管材料が異なる場合の仕様については標準仕

　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい　水密を要する貫通部のシーリング材にゴム製メカニカル型止水具を使用してもよい

　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い　　　取り合い

　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋　　　ポリスチレンフォーム保温筒（以下ＰＦ筒）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム＋

　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝　　・コンクリート桝

　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９　　・鋳鉄製マンホール蓋　ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２０９

　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）　　・下水道用鋳鉄製防護蓋　ＪＳＷＡＳ　Ｇ－３　（防護蓋）

　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。　　　鋳鉄製マンホール蓋は汚水、雑排水、雨水等の文字を入れ、鎖は取り付けない。

　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋　　※樹脂製蓋

　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　　　※下水道用ポリプロピレン製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－８　（ポリプロピレン製桝）　

　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）　　※下水道用硬質塩化ビニル製桝　ＪＳＷＡＳ　Ｋ－７　（小口径桝）

　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）　　・組立人孔桝（メーカー標準）

　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝　　・改良桝

　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。　蓋の仕様は原則として次による。

２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との２０．関連工事との

２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事２１．塗装工事

２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事２２．保温工事

２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋２３．桝及び蓋

２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ２４．スリーブ

２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合２５．溶接接合

２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等２６．異種管接合等

２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整２７．総合調整

２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他２８．標識その他
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　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設　　　本工事は、「溶融スラグ有効利用ガイドライン」を適用し、静岡市の清掃工場より製造される溶融スラグを建設

　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。　　　資材として有効利用すること。また、販売業者から発行される「溶融スラグ利用承諾書」を監督員へ提出すること。

　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の　　　ただし、清掃工場の理由により溶融スラグの利用が困難な場合は、販売業者から発行される「溶融スラグ供給不可の

　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。　　　通知について」を監督員へ提出し、再生砂または同等品以上の資材を利用することが出来るものとする。

２９．２９．２９．２９．２９．２９．２９．アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。　配管及びダクトの屋外支持金物は（※ステンレス製　　・亜鉛メッキ）とする。

　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒　　　ただし壁内、流し裏等施工困難な箇所は監督員の指示によりポリエチレンフォーム保温筒

　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。　　　（ＪＩＳ　Ａ９５１１　Ａ種　準拠）１０ｍｍとする事ができる。

　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。　（※水槽　・ポンプ　・空調室外機　・　　　）のアンカーボルトは埋込みＪアンカーとする。

　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。　Ａ４版ファイルに竣工図、機器完成図、取扱要領、試験成績表等を綴じ、２部提出する。

　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。　機器類の施工据付、性能試験は標準仕様書による。

　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。　※製造者標準　　・標準仕様書　　による。

　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示　９．能力等の表示

１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等１０．機器類仕様等

１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工１２．耐震施工

１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等１１．発生材の処理等

　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン　設備機器・配管等の支持、固定は「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン

　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。　（　）内の数値は地階、１階床及び屋外に水槽を設置する場合に適用する。

　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ　　　　　　　　　　耐震クラスＳ　　　耐震クラスＡ　　　耐震クラスＢ

　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも　による。設計用水平地震力は、下記に示す設計用水平震度に、機器の質量を乗じたも

　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。　のとする。設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１/２とする。

　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２　上層階・屋上・塔屋　※２．０　　　　　・１．５　　　　　・１．２

　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２　　中間階　　　　　　※１．５　　　　　・１．０　　　　　・０．７２

　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）　地階・１階床・屋外　※１．０（１．５）・０．６（１．０）・０．４８（０．７２）

　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材　再資源化を図るもの　　　　※撤去材

　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　再利用を図るもの　　　　　※なし　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。　発生材のうち、現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るものは、下記による。

　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」　（静岡県）」及び「建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）2014年度版」

　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。　竣工図（２つ折り製本）は監督員の指示による。

天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付天吊機器の据付

建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工建物導入部の施工１３．１３．１３．１３．１３．１３．１３．

１４．１４．１４．１４．１４．１４．１４．

　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。　建物導入部配管（給水、消火、ガス等）は、十分な可とう性を有する施工を行う。

　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト　空調屋内機(カセット形、天井吊り形)、全熱交換器、送風機等の据付において、吊りボルト

　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。　本施設は（・特定の施設　　・一般の施設）とする。

　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に　長さが４００ｍｍ以上の場合は、斜め補強、水平振れ止め補強を行うこととし、施工方法に

　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。　ついては「防災拠点等における設備地震対策ガイドライン（静岡県）」による。

　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　　

　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管　　　・水配管用亜鉛めっき鋼管

  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。  ただし、工事場所が複数ある場合には、うち１部を工事場所ごとの分冊とする。

　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）　　※消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（ＳＧＰ－ＶＳ）　（※土中　　・　　　　　）

　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）　　※配管用炭素鋼鋼管（※土中部分を除く　・　　　　）

　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料　１．配管材料
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工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

給

湯

工

事

　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）　　・銅管　・被覆銅管　・保温付被覆銅管　保温厚１４ｍｍ以上（銅管はＭタイプとする）

　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。

　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）　　・耐熱性内外面硬質塩化ビニルライニング鋼管（※土中　　・ピット内　　・　　　）

　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）　　・ステンレス鋼管　接合方法（　　　　　）

　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）　　　（※土中部分を除く　　　　・　　　　　　　）

　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）　　・架橋ポリエチレン管（※住戸内　　・ピット内　　・土中　　　）

　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　・耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。

　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他　６．その他

　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。　　・図面指示による。

　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ転倒防止鎖は、（※本工事　　・別途工事）とする。

　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験　５．耐圧試験

　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。　　・ガスボンベ置き場のコンクリート基礎は、（※本工事　・別途工事）とする。

　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。　　保持時間は、ガス事業者標準とし、記録計による測定表を提出する。

　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との

　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との　　※宅内車両通路６００ｍｍ以上、それ以外３００ｍｍ以上、公道部分は道路管理者との

　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。　　　協議による。

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて静岡市建設工事共通仕様書、国土交通省大臣官房官庁

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修営繕工事写真撮影要領（平成３０年版）・同解説

　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋　　　・メーカー標準仕様＋（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）（・着色亜鉛鉄板　※ステンレス板）

　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下　　流入ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ、放流ＢＯＤ　　　　　ｍｇ/Ｌ以下

　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管　　断熱材被覆銅管

　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）　　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管（ＲＦ－ＶＰ）

　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。　　耐火二層管の伸縮継手設置箇所は、メーカー標準とする。

　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する　　満水試験継手　　※使用しない　　・使用する

　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う　　満水試験　　　　※行わない　　　・行う

　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う　　煙試験　　　　　※行わない　　　・行う

　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。　　ステンレス製流しの床上部分は、硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）とする。

　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）　　なお、熱湯の排水が予測される場合は、耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴＶＰ）

　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）　　とする。（保温及び塗装不要）

　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること　　　施工方法はメーカーに確認すること
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( )( )( )( )( )( )( )

( )( )( )( )( )( )( )

３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要３．建物概要

建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称建物名称 階数階数階数階数階数階数階数 （ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）２
２２２２２２ （ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）（ｍ）２

２２２２２２ 備考備考備考備考備考備考備考構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造構　　造 建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積建築面積

　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手　２．伸縮継手

　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験　３．試　験

　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他　４．その他

１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度１．工事名称　令和　　　年度

地内地内地内地内地内地内地内

延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積延床面積

　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）　　・水道用硬質ポリ塩化ビニル管（※ＨＩＶＰ　・ＶＰ）（※屋内一般、立上げ管）

　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・建設省告示第1292号による。第（　　）（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による　　・建築基準法施行令第３５条の認定品による

　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土　　　営繕部監修公共建築工事標準仕様書・公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）及び国土

　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。　　　交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）による。
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静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部

施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．施設コードＮｏ．

図 番図 番図 番図 番図 番図 番図 番

駿河区鎌田駿河区鎌田駿河区鎌田駿河区鎌田駿河区鎌田駿河区鎌田駿河区鎌田

保健福祉センター保健福祉センター保健福祉センター保健福祉センター保健福祉センター保健福祉センター保健福祉センター 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 2222222 ------- 686.17686.17686.17686.17686.17686.17686.17

　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）　　・水道用架橋ポリエチレン管（※屋内　　　・ピット内　　・土中　　　）

non scalenon scalenon scalenon scalenon scalenon scalenon scale 09 - 00409 - 00409 - 00409 - 00409 - 00409 - 00409 - 004

　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。　下請負契約請負代金の総額が４，５００万円以上の場合には、有資格者を専任とする。

５５５５５５５ 駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事駿健第１号　長田保健福祉センター空調改修工事

1111111

５５５５５５５ 長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事 機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事機械設備工事特記仕様書　空調工事
令和５年　８月令和５年　８月令和５年　８月令和５年　８月令和５年　８月令和５年　８月令和５年　８月

1111111

AC - 1 - 9AC - 1 - 9AC - 1 - 9AC - 1 - 9AC - 1 - 9AC - 1 - 9AC - 1 - 9
決裁済



今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター今回工事場所:長田保健福祉センター
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工

事

名

工

事

名

工

事

名

工

事

名

工

事

名

工

事

名

工

事

名

図

面

名

図

面

名

図

面

名

図

面

名

図

面

名

図

面

名

図

面

名

令和令和令和令和令和令和令和
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静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部静岡市　都市局　建築部
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５５５５５５５ 長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事長田保健福祉センター空調改修工事
1/8001/8001/8001/8001/8001/8001/800

１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び１）工事の目的物及び工事用材料について、火災保険・工事保険・自動車保険・組立保険・賠償責任保険及び

　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。　　法定外の労災保険等に付すること。

２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。２）工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署等への必要な届出の作成及び手続き等を遅延なく行うこと。

３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う３）本工事は、複合施設敷地内の工事であり、施設利用者及び職員が通常の通り使用している状態で工事を行う

　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。　　ため、安全・騒音等には十分配慮し作業を進めること。

４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を４）敷地内への資材搬入及び重機の乗り入れの際は適切な養生を施すこと。また、搬出入の際は安全確保を

　　最優先すること。　　最優先すること。　　最優先すること。　　最優先すること。　　最優先すること。　　最優先すること。　　最優先すること。

５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。５）公共設備（電力、電話、上下水道等）に係る事項については、監督員と協議の上、関係機関と調整を行うこと。

６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。６）工事用水・電力に関する構内既存施設の利用については、施設管理者との協議による。

７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。７）工事における使用材料の種類及び使用量は監督員の承諾を得ること。

８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に８）本工事は、受注者による営繕工事の実施状況を費用の面から把握し、発注者における工事費積算に適切に

　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの　　反映することを目的とした共通費実態調査の対象工事である。なお、調査票は、監督職員から配布するもの

　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。

９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の９）｢南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法」に基づく「南海トラフ地震臨時情報」の

　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な　　うち、巨大地震警戒及び巨大地震注意が発せられた場合、工事受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な

　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、　　補強、落下防止等の保全措置を講ずるものとし、工事を中止する。また、この事実が発生した場合は、

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項

　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。　　静岡市建設工事請負契約約款第27条(臨機の措置)によって処理されたものとする。

10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に10）ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は「公共建築改修工事標準仕様書（令和４年度版）」及び「建築物解体工事共通仕様書（令和４年度版）」に

　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。　　基づき処理すること。

ＮＮ ＮＮ ＮＮ Ｎ今回工事箇所今回工事箇所今回工事箇所今回工事箇所今回工事箇所今回工事箇所今回工事箇所
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59, 78059, 78059, 78059, 78059, 78059, 78059, 780
7, 7757, 7757, 7757, 7757, 7757, 7757, 775 7, 7757, 7757, 7757, 7757, 7757, 7757, 775 4, 2254, 2254, 2254, 2254, 2254, 2254, 225 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715 5, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 7155, 715
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自転車自転車自転車自転車自転車自転車自転車
置場置場置場置場置場置場置場

公用車車庫公用車車庫公用車車庫公用車車庫公用車車庫公用車車庫公用車車庫
Y1Y1Y1Y1Y1Y1Y1'''''''

長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）長田体育館(ﾒｲﾝｱﾘ ﾅー）

長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)長田体育館(卓球場・ ト レーニング室)

長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)長田体育館(柔道場・ 剣道場)

長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ長田保健福祉ｾﾝﾀｰ

長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ長田ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀｰ

配置図　1/800配置図　1/800配置図　1/800配置図　1/800配置図　1/800配置図　1/800配置図　1/800

工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要工事概要

長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。長田保健福祉センターの空調機器を更新する。

機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。機器更新に伴う、配管、付属品一式の更新及び電気工事一式を行う。

AC - 2 - 9AC - 2 - 9AC - 2 - 9AC - 2 - 9AC - 2 - 9AC - 2 - 9AC - 2 - 9
決裁済



16ｔﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ

据付予定箇所

X1

5, 920 5, 950

X2

5, 920 3, 800 11, 100
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（第１駐車場）
駐車場

施設利用者用

工

事

名

図

面

名

令和
施設コードＮｏ． 09 - 004縮尺

静岡市　都市局　建築部
図 番

年度

1/400

Ｎ

（歩道幅員　２ｍ、車道幅員　5.5ｍ）

市道　寺田鎌田区画整理32号線

仮設計画図 　1/400

仮設計画図５

仮設足場仕様

足場共通事項
　・くさび緊結式足場(手すり先行)
　・養生ネットシート張り

長田保健福祉センター空調設備改修工事

室外機

UP

　足場①：3.6m×0.9m×9.0mh　　　　

　足場②：3.6m×0.9m×4.5mh　　　　
　足場③：5.4m×0.9m×3.1mh　　　　

　・金網式養生枠

工事期間中は３区画分を

足場②

足場①

足場③

駐輪場として利用

自転車置場

（
歩

道
幅

員
　

２
ｍ

、
車

道
幅

員
６

ｍ
）

市
道

　
寺

田
鎌

田
区

画
整

理
26

号
線

工事用資機材置場

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞH=1.8ｍ

ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞH=1.8ｍ

敷鉄板養生を行うこと
ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ据付時は

▲
駐車場入口

▲

・　　　    ：外部足場

＜凡例＞

5200×5385程度

AC - 3 - 9
決裁済



各室につき１個とする

空調機器表（改修後）

共通事項

１）機器の能力・容量は表示された数値以上とする。

２）電源周波数は60Hzとする。

３）能力・電気容量は、JIS B 8616条件時の値とする。

４）フィルターは標準品とする。

６）室内機・室外機の渡り配線は、配管共巻きとする。

７）室内機の制御配線及びリモコン設置は本工事とする。

８）機器類の設置（吊込）は、静岡県防災拠点等における設備地震対策ガイドラインによる。

５）グリーン購入法該当機器は、適合機種を選定すること。

CK-a-1 自動昇降パネル、コントロールスイッチ共 1φ100V ２

１3φ200V

台数電 源

１階事務室(保健福祉センター)天井カセット形　２方向吹出形

設 置 室

11.2Kw（4.5～14.0kw）

10.0Kw（4.5～11.2kw）冷房能力

暖房能力

機 器 仕 様

屋外西側

同時ツイン形

屋外機

パッケージエアコン　空冷式

機 器 名 称機 器 品 番

空調機器表（改修前）

A C P - a

備 考

▽RFL

3
9
9
8

4
1
4
2

▽ 2FL

▽1FL

検診室

乳児検診室待合ホール

待合ホール

母性成人相談室栄養指導室

事務室

ACP

b

×2
b-1

CK
×2

b-1

CK
×2

b-1

CK
×2

CK

×2
b-1

CK
×2

b-1

CK
×2

CK

a-1

b-2

系統図（改修前）

系統図（改修後）

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

2.　　　　　　（実線）は撤去を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

2.　　　　　　（実線）は新設を示す。
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記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ28.58

φ28.58

φ28.58

φ28.58

※冷媒管ｻｲｽﾞは参考とし、採用ﾒｰｶｰの仕様で決定すること。

※機器間の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

屋外雨水桝へ

4
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D
4
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屋外雨水桝へ
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40
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40

40

40 40 40 40 4040 40

4
0
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機 器 品 番 機 器 名 称

A C P - 1 パッケージエアコン　空冷式

同時ツイン形

機 器 仕 様設 置 室 電 源 台数

3φ200V １

天井カセット形　２方向吹出形

冷房定格能力

暖房定格能力

10.0kW

11.2kW

　　　　自動昇降パネル、防振吊り金具、ワイヤードリモコン

　　　　冷媒分岐管

屋外西側

（１階事務室）

既設基礎流用

備 考

既設基礎流用A C P - 2

天井カセット形　２方向吹出形

屋内機

１階待合ホール

3φ200V １

1φ200VACP-2-1

ビル用マルチエアコン　空冷式

屋外機

２

冷房定格能力

暖房定格能力

冷房定格能力

暖房定格能力

77.5kW

90.0kW

5.6kW

6.3kW

付属品：自動昇降パネル、防振吊り金具、ワイヤードリモコン

付属品：防振架台、アクティブフィルター、冷媒分岐管

屋内機

天井カセット形　２方向吹出形 1φ200VACP-2-2 １階検診室

２階待合ホール

２階栄養指導室

屋内機

天井カセット形　２方向吹出形 1φ200V ２

８冷房定格能力

暖房定格能力

冷房定格能力

暖房定格能力

7.1kW

8.0kW

8.0kW

9.0kW

付属品：自動昇降パネル、防振吊り金具、ワイヤードリモコン

付属品：自動昇降パネル、防振吊り金具、ワイヤードリモコン

ACP-2-3

屋上

ワイヤードリモコンは

ワイヤードリモコンは

ワイヤードリモコンは

各室につき１個とする

各室につき１個とする

２階母性成人相談室

集中リモコン 事務室（総合盤内） 小型液晶タッチパネル式

一括・個別　ON/OFF、設定温度変更、個別リモコン操作禁止

11φ100V

09 - 004
空調機器表（改修前・改修後）

系統図（改修前・改修後）

縮尺

静岡市　都市局　建築部

施設コードＮｏ．

図番

令和

年度

５ 長田保健福祉センター空調改修工事

工

事

名

図

面

名

non scale

AC - 4 - 9

集中コントローラー

既設機器

メーカー：日立

型式：RAS-AP112HVM3

既設機器

メーカー：日立

7.1kw

76.5kw暖房能力69.0Kw

自動昇降パネル、コントロールスイッチ共

集中コントローラー２1φ200V

集中コントローラー1φ200V 10

１3φ200V

9.0kw8.0kw冷房能力 暖房能力２階栄養指導室天井カセット形　２方向吹出形

屋内機

冷房能力 暖房能力

２階待合ホール

１階検診室

１階待合ホール

屋内機

天井カセット形　２方向吹出形

高調波対策仕様

冷房能力屋上

屋外機

マルチ形

パッケージエアコン　空冷式

屋内機

自動昇降パネル、コントロールスイッチ共

6.3kw

A C P - b

CK-b-1

CK-b-2

２階母性成人相談室

集中コントローラー

既設機器

メーカー：日立

既設機器

メーカー：日立

既設機器

メーカー：日立

共通事項

１）機器表内の空調機器及び付属品、集中コントローラーはすべて撤去とする。

型式：RCID-AP56K

型式：RAS-NP690FS3

型式：RCID-AP63K

型式：RCID-AP80K

２階乳児検診室

２階乳児検診室

付属品：室外機風向き調整板（上吹出）

決裁済



事務室 事務室

記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ28.58

φ28.58

記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ28.58

φ28.58

※冷媒管ｻｲｽﾞは参考とし、採用ﾒｰｶｰの仕様で決定すること。

※機器間の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

2.　　　　　　（実線）は撤去を示す。

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

2.　　　　　　（実線）は新設を示す。

4.　　　　　　リモコンを示す。 4.　　　　　　リモコンを示す。
5.　　　　　　コンクリート解体復旧を示す。
6.　　　　　　コア抜き（鉄筋探査共）を示す。
7.　　　　　　既設貫通部再利用を示す。

5.　　　　　　既設貫通部再利用を示す。
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既設雨水枡
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360□×700H（MHB350φ）
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冷媒管：既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ貫通部再利用
ﾄﾞﾚﾝ管：既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ穴あけ50φ

冷媒管：既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ貫通部再利用

ﾄﾞﾚﾝ管：既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ穴あけ50φ
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１階　平面図（改修後）　１／１５０１階　平面図（改修前）　１／１５０
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CK ACP
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雨水枡穴あけ50φ

間接排水
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配管用防虫網40φ

間接排水
配管用防虫網50φ
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◇4 50

D

※壁内ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ及び電線管は再利用とする。

令和

静岡市　都市局　建築部

年度

５ 長田保健福祉センター空調改修工事 １階　平面図（改修前・改修後）

工

事

名

図

面

名

縮尺　　1/150

図番

09 - 004施設コードＮｏ．

※既設室内機天井開口部は再利用とする。

◇2

点検口450角新設

（開口部・ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ再利用）
総合盤内へ集中ﾘﾓｺﾝ新設

RS RS

AC - 5 - 9
決裁済
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記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ28.58

φ28.58

記号

1

液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

2

3

4

5

6

7

8

冷媒管ｻｲｽﾞ表

φ6.35 φ12.7

φ15.88

φ19.05

φ22.2

φ12.7 φ25.4

φ12.7

φ15.88

φ19.05 φ31.75

φ9.52

φ9.52

φ9.52

φ28.58

φ28.58

※冷媒管ｻｲｽﾞは参考とし、採用ﾒｰｶｰの仕様で決定すること。

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

2.　　　　　　（実線）は撤去を示す。

凡例

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。

2.　　　　　　（実線）は新設を示す。

4.　　　　　　リモコンを示す。 4.　　　　　　リモコンを示す。

※機器間の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

5.　　　　　　コア抜き（鉄筋探査共）を示す。
6.　　　　　　既設貫通部再利用を示す。

5.　　　　　　既設貫通部再利用を示す。

Ｎ Ｎ

冷媒管：既設ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ貫通部再利用

２階　平面図（改修前）　１／１５０ ２階　平面図（改修後）　１／１５０
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※壁内ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ及び電線管は再利用とする。

令和

静岡市　都市局　建築部

年度

５ 長田保健福祉センター空調改修工事 ２階　平面図（改修前・改修後）

工

事

名

図

面

名

縮尺　　1/150 施設コードＮｏ．

図番

09 - 004

※既設室内機開口部は再利用とする。

点検口450角新設

点検口450角新設

点検口450角新設

ｺｱ抜き88φ

ｺｱ抜き88φ

ｺｱ抜き88φ

◇2

AC - 6 - 9
決裁済
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凡例
冷媒管ｻｲｽﾞ表

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。
記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 2.　　　　　　（実線）は撤去を示す。

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。1 5φ6.35 φ12.7 φ12.7 φ25.4

2 6φ9.52 φ15.88 φ12.7 φ28.58

3 7φ9.52 φ19.05 φ15.88 φ28.58

4 8φ9.52 φ22.2 φ19.05 φ31.75

凡例
冷媒管ｻｲｽﾞ表

1.　　　　　　（点線）は既設を示す。
記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ 記号 液管ｻｲｽﾞ ｶﾞｽ管ｻｲｽﾞ

3.　　　　　　既設管キャップ止め部分を示す。1 5φ6.35 φ12.7 φ12.7 φ25.4

2 6φ9.52 φ15.88 φ12.7 φ28.58

3 7φ9.52 φ19.05 φ15.88 φ28.58

4 8φ9.52 φ22.2 φ19.05 φ31.75

※冷媒管ｻｲｽﾞは参考とし、採用ﾒｰｶｰの仕様で決定すること。

※機器間の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

2.　　　　　　（実線）は新設を示す。

Ｎ Ｎ

Ｒ階  平面図（改修前）　１／１５０ Ｒ階  平面図（改修後）　１／１５０

ACP
b◇7 ◇6

◇8

門型架台：H=300 L=300(50×50×t4) ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄﾞt10　×12

令和

静岡市　都市局　建築部

年度

５ 長田保健福祉センター空調改修工事 R階　平面図（改修前・改修後）

工

事

名

図

面

名

縮尺　　1/150 施設コードＮｏ．

図番

09 - 004

AC - 7 - 9

既設機器撤去後、基礎上部に

ウレタン塗膜防水(X-2工法)を

行ったうえで新設機器を設置

決裁済
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工
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名

縮尺

静岡市　都市局　建築部

施設コードNo.

図　　　番

09 - 004

５ 長田保健福祉センター空調改修工事

図
面

名

1/150
電灯・動力工事　１階　平面図
電灯・動力工事　２階　平面図

AC - 8 - 9

植込

電灯・動力工事　１階　平面図　1/150

S

Ｎ

2F3

2F3

EM-CE 5.5
□
-4C(既設配管)

2F3

2F3

2F3

分電盤

注記

電線

凡例

シンボル名

アウトレットボックス　金属製

シンボル

EM-CE 5.5
□
-4C　露出配管配線（C31）

検査室

開閉器箱

2F3

男子便所

女子便所

待合ホール

検診室

改修前：既設配線離線、改修後：既設配線再接続

S

EM-EEF 2.0-3C　天井コロガシ

EM-CE 5.5
□
-4C　天井コロガシ

更衣室

電線種類

身障者便所

倉庫

湯沸室

X3 X4

5,920 5,920

17,790

5,950

X1 X2

事務室

1
8
,
0
1
5

5
,
9
2
0

5
,
9
2
0

5
,
9
5
0

Y11'

2
2
5

Y10'

Y9'

Y8'

b-1

CK ACP

b-1

CK

改修前

ACP

2-22-2

改修後

L-保-1

b-1

ACP

ACP

改修後

改修後

CK

ACP

a

改修前

改修後

b-1

改修前

CK

2-1

2-1

改修前

ACP

S-保F1

a-1

ACP

ACP

MCCB 3P 50AF/30AT
(既設流用)

1

改修後

1

CK

1

CK

a-1

改修後

改修後

改修前

⑳空調室内機電源 (既設流用)

改修前

改修前

CK

b-1 2-2

ACP

改修前 改修後

b-2

CK

改修前

ACP

改修後

2-2

CK

b-1

ACP

改修前

2-2

改修後

電灯・動力工事　２階　平面図　1/150

CK

b-1 2-3

ACP

改修前 改修後

CK

b-2

ACP

2-2

改修前 改修後

CK

b-1

2-3

改修前

ACP

Ｎ

2-2

ACP

改修後

b-1

改修前

2-2

ACP

改修後改修前改修後

EM-CE 5.5
□
-4C(既設配管)

LP-保-2

2F3

2F3

2F3

2F3

2F3

2F3

2F3

2F3

2F3

分電盤

シンボル名

保健センター空調機 (既設流用)

アウトレットボックス　金属製

凡例

シンボル

EM-CE 60
□
-3C, E14

□
 (既設配管)

男子便所

女子便所

倉庫

ベランダ

栄養指導室

注記

2F3 EM-EEF 2.0-3C　天井コロガシ

改修前：既設配線離線、改修後：既設配線再接続

電線

事務室空調機
(既設流用)

電線種類

検査室

乳児検診室

待合ホール

母性 成人相談室

X1 X3

5,9505,920

X2

17,790

5,920

X4

5
,
9
2
0

Y11'

Y10'

Y9'

Y8'

2
2
5

1
8
,
0
1
5

5
,
9
2
0

5
,
9
5
0

CK

⑫空調室内機電源 (既設流用)

CK

b-1

決裁済
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図　　　番

09 - 004

５ 長田保健福祉センター空調改修工事

図
面

名

5,920

17,790

5,920 5,950

X2 X3X1 X4

5
,
9
2
0

1
8
,
0
1
5

5
,
9
5
0

Y9'

Y11'

2
2
5

5
,
9
2
0

Y10'

Y8'

1/150

動力工事　Ｒ階　平面図

AC - 9 - 9

改修前：既設配線離線、改修後：既設配線再接続

MCCB 3P 150AF/125AT
(既設流用)

S-屋上

b

ACP

改修後改修前

2

ACP

2,630

1
,
0
2
0

動力工事　Ｒ階　平面図　1/150

電線

EM-CE 60
□
-3C, E14

□
 (HIVE54)

電線種類

Ｎ

332WP

S

シンボル シンボル名

凡例

プルボックス
332WP

開閉器箱

300×300×200（SUS,WP）

S

EM-CE 60
□
-3C, E14

□
 (既設配管)

注記

決裁済














